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学校における定期健康診断は，学校保健安全法に基づいて行われています

が，昨年4月「学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令」が公布され，

「児童生徒等の健康診断において，運動器に関係する検査を必須項目に追加す

る」という内容が盛り込まれました．運動器障害に悩む国民と，運動器の健

康を守る整形外科医にとって朗報です．この省令が施行されますと，われわ

れ整形外科医の働きが運動器検診の成否の鍵となります．来年4月から開始

される運動器検診は小学校から高校までの生徒が対象となります．短時間に

内科，眼科など既存の検診に加えて，運動器の検診も行わねばならない校医

の先生方に理解していただくよう，検診内容については現在，日本学校保健

会マニュアル検討委員会で議論されています．実際に検診が始まりますと，

要二次検診の基準作成，要二次検診者の流れをどのようにするかなどが問題

となってきます．二次検診者にはすべての整形外科医が力を合わせて対応す

ることが肝要ですので，皆様のご協力をお願いいたします．

誌上シンポジウム「反復性肩関節脱臼後のスポーツ復

と，これ

，肩関節脱

臼のスポーツ選手を治療するうえで考慮すべきこと，手術法，リハビリテー

ションなどの注意点が，スポーツや属している競技団体により異なっている

ことが理解できました．LECTURE「人工股関節の三次元評価と骨座標系の

問題点」では，股関節の骨座標系が統一されていないために研究成果の互換

性がみられないことなどの問題を浮き彫りにされていて，使用した骨座標系

を明記することをルールとすると述べられています．「整形外科の歴史」では

小野啓郎先生が「股関節手術の歴史」の中で，「20世紀整形外科の金字塔でも

ある股関節置換手術は，画期的な成果

るのかを

に匹敵する失敗の歴史といっ

ても過言ではない．」と述べられています．長年股関節外科に携ってこられた

先生ならではの言葉で，今後の整形外科診療を行ううえで肝に銘じておくべ

きと考えます．連載『「勘違い」から始める臨床研究』では研究目的に対して

何を対象とし，何を結果にす

めになる

腰痛とQOLを例にとって明快に述べて

おられます．今月号も「臨床整形外科」は運動器のサイエンス，原著論文，

症例報告など楽しく，た 憲二)す読み物が満載で 岸． (高
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